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旧暦３月３日から５日（４月１６日～１８日）にかけて行われた
平安座区のサングヮチャー。中日の旧暦４日、魚を銛で突き刺す儀式、
トゥダヌイューを行った後、区民らは魚の神輿を担ぎ、三線や太鼓の
音とともに、島の東にあるナンザ岩まで歩き渡り、豊漁を祈願しました。



★自主財源と依存財源…自主財源は、市税など市が自主的

に収入できる財源のことで、依存財源は国や県から交付

されたり割り当てられる収入のことです。 

★歳入と歳出…国または地方公共団体（県、市町村）の一

会計年度中におけるすべての収入と支出のことです。 

（歳入） 

★市税…市民税や固定資産税など、皆さんが市に納めた税

金です。 

★地方交付税…全国の市町村が同じ水準の行政を進められ

るよう、財政運営の均衡をとるために国から交付される

お金です。 

★国・県支出金…事業などの特定の目的の財源として、国

や県から交付されるお金です。 

（歳出） 

★総務費…市の総括的な事務事業、交通安全、防犯対策等

に要する経費です。 

★民生費…児童、高齢者、障害者などの福祉に要する経費

です。 

★土木費…道路建設や公園の整備、市営住宅の管理などに

要する経費です。 

★教育費…幼稚園、小中学校をはじめ社会教育や文化振興

などの教育全般にわたる経費です。 

★公債費…地方公共団体が借り入れた市債（長期の借金）

の元利償還金及び一時借入金の利子です。 

★その他…消防、商工業振興、議会、ゴミ処理などに要す

る経費です。 

★人件費…職員等に対し勤労の対価、報酬として支払われ

る一切の経費です。 

★扶助費…児童から高齢者まで幅広い市民を対象に国の法

令や市の条例などに基づき、社会生活を援助するために

支出する経費です。 

★普通建設事業費…学校や公営住宅、道路などを建設する

ために支出する経費です。 

 

安慶名4区線道路改築事業 

昆布栄野比線道路改良事業 

兼箇段4-14号線道路整備事業 

石川34号線道路改良事業 

与那城99号線道路整備事業 

勝連2-52号線道路改築事業 

饒辺団地建設事業 

石川地区周辺整備事業 

伊波公園整備事業 

与勝中学校校舎増改築事業 

与那城小学校屋内運動場改築事業 

全国高等学校総合体育大会事務局費 

勝連城跡整備事業 

地域水産物供給基盤整備事業（津堅地区） 

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（与那城地区） 

安心こども基金特別対策事業  

こどもゆめ基金費 

　第52回うるま市議会定例会で、平成22年度の一般会計予算・特別会計予算が可決されました。 

予算規模は、732億3,446万円で、前年度に比べ4.0％の増額となりました。 

単位（金額：万円、伸び率：％）

特
　
別
　
会
　
計

22年度当初予算額   

 4,286,371

1,674,596

303

71,392

230,611

721,770

1,724

2,700,396

336,679

7,323,446

21年度当初予算額  

4,049,435

1,631,744

1,503

67,301

246,404

700,691

1,717

2,649,360

340,054

7,038,849

比　　較 　　

 236,936

42,852

△ 1,200

4,091

△ 15,793

21,079

7

51,036

△ 3,375

284,597

伸 び 率 

5.9

2.6

△ 79.8

6.1

△ 6.4

3.0

0.4

1.9

△ 1.0

4.0

このうち一般会計予算を款別（目的別）及び性質別に分析すると、次の円グラフのとおりです。 

一般会計予算   428億6,371万円 一般会計予算   428億6,371万円 

歳 入 歳 出 

自主財源 26.1% 
111億9,275万円 

依存財源 73.9% 
316億7,096万円 

市税 20.6% 
88億1,540万円 

その他 5.5% 
23億7,735万円 

地方交付税 25.7% 
110億2,207万円 

国庫支出金 23.9% 
102億6,141万円 

県支出金 8.9% 
38億1,408万円 

その他 4.2% 
17億9,292万円 

民生費 38.6% 
165億3,132万円 

土木費 13.4% 
57億4,446万円 

教育費 12.9% 
55億4,544万円 

公債費 9.2% 
39億5,458万円 

その他 16.8% 
72億3,821万円 

扶助費 26.6% 
113億9,034万円 

公債費 9.2% 
39億5,458万円 

一般会計 

人 口 
＝ 362,760円 

市民一人あたりの 
予算額 

市 税 

人 口 
＝ 74,606円 

市民一人あたりの 
納税額 

内訳（平成22年4月1日現在の人口118,160人で換算） 

公債費  33,468円

民生費  139,906円

教育費  46,932円

土木費  48,616円

今年度の主な事業 

【予算で使われる用語の意味】 

≪問い合わせ先≫　財政課 ☎973−6753

　平成22年度一般会計予算は、428億6,371万円で、前年度の当初予算と比較して23億6,936万円、率

にして5.9％の増額となっています。 

　なお、平成22年度の予算編成において、歳入では地方の財源不足を補てんする臨時財政対策債や地方交

付税の増加が見込まれるものの、歳出においては、子育て支援に活用するうるま市こどもゆめ基金や子ど

も手当の創設、生活保護費など扶助費が増加し、人件費や普通建設事業費が減少しましたが、予算編成は

依然として厳しく約3億8千万円余りの基金を取り崩して、収支の均衡を保っております。 

総務費 9.0% 
38億4,970万円 

人件費 17.8% 
76億4,264万円 

その他 30.2% 
129億4,542万円 

市債 11.2% 
47億8,048万円 

普通建設事業費 16.2% 
69億3,073万円 

総務費  32,580円

その他  61,258円

平成22年度予算決定 

　　　区　　分 
一　　般　　会　　計 
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
老  人  保  健  特  別  会  計
後期高齢者医療特別会計
公共下水道事業特別会計
介  護  保  険  特  別  会  計
農業集落排水事業特別会計
　　　　小　　計 
水   道   事   業   会   計 
合  計（予 算 規 模） 

◎予算の特徴 
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支出する経費です。 
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賦
課
限
度
額

区　分 現　行 改正後 現行比
医療分 47万円 50万円 ＋３万円

後期高齢者支援分 12万円 13万円 ＋１万円
介護分 10万円 10万円（改正無し） −

合計賦課限度額 69万円 73万円 ＋４万円

国保からのお知らせ国保からのお知らせ国保からのお知らせ

賦課限度額が改正されます
　平成 22 年度の国民健康保険税について、地方税法が改正され、国民健康保険税の医療保険分と、後期高齢者支
援分に係る賦課限度額が、以下のとおり変わります。
　国保加入者の皆様には、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

非自発的離職者の国民健康保険税の軽減措置について
　平成 22 年度４月から倒産等で職を失った失業者が安心して医療にかかれるよう、国民健康保険税の負担を軽減
する制度が始まります。
◆軽減内容
　非自発的失業（離職）により国民健康保険へ加入する方の国民健康保険税について、失業時からその翌年度末
までの間、前年所得の給与所得を 30/100 として算定し賦課します。
◆対象者

q倒産や解雇等、事業主の都合により離職した方。
　（雇用保険の特定受給資格者。離職理由コード 11,12,21,22,31,32）
　w雇用期間満了等により離職した方（雇用保険の特定理由離職者。離職理由コード 23,33,34）。
◆申請期間及び申請方法
　申請受付は平成 22年度当初課税がなされる７月から開始します。
　また、上記対象者を確認するため、雇用保険受給資格者証の提出が必要です。必ずご持参ください。

こんなときには 14日以内に届出を
　国保税は届出をした日からではなく、国保に加入する資格を得た月から納めることになります。国保へ加入、
またはやめる場合は、14日以内に国保課窓口に届け出てください。

こんなとき 必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

他の市町村から転入したとき 保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

職場の健康保険等をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、世帯主の印鑑・通帳
直接支払い制度の合意文書・明細書や領収書

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

国
保
を
や
め
る

他の市町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険等に加入したとき 保険証、職場の保険証または健康保険資格取得証明書

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書

死亡したとき 保険証、印鑑

外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

住所、世帯主、氏名等が変わったとき 保険証

保険証を汚したり、紛失したとき 保険証
修学や施設入所のため、他市町村に住
むとき 保険証、在学・在園証明書

＊全ての手続きには身分確認できるもの（免許証や住民基本台帳カード等）が必要です。
＊別世帯の方が届け出する場合は、世帯主からの委任状が必要です。

　申告をしていないと保険税が適切に課税されず、軽減判定も行えません。高額療養費等の支給額にも影響します。
申告が未だの方は追加申告受付時に１月１日に住所がある市町村で申告してください。

市・県民税の申告はお済ですか？

上記についてのお問い合わせ先　国民健康保険課　賦課徴収係　1９７３−３２０２
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今年度も健診が始まります

　自覚症状がないまま進行し、心臓病や脳卒中などの重い病気を引き起こす可能性もある生活習
慣病。生活習慣病を予防するには、毎年の健康チェックがとても大切です。
　あなたの健康を守っていくために、ぜひ１年に１度健診を受診してください。

年　齢 40 歳未満 40 歳〜 74 歳 75 歳以上

加入している健康保険 加入している健康保険は
問いません うるま市国民健康保険 長寿（後期高齢者）医療保険

健　診　名 生活習慣病予防健診 特定健診 長寿健診

受 診 方 法 集団健診

q 集団健診
w 個別（特定）健診指定医療機関
e 人間ドック指定医療機関
r 脳ドック指定医療機関　のいずれかで受診

料　金 １，０００円 受診方法 q と w は無料
受診方法 e と r は医療機関により異なります

検 査 項 目
身体計測（身長 ･ 体重 ･BMI）、腹囲測定（75 歳以上はなし）、血圧測定、血液検査（脂
質 ･ 腎機能 ･ 肝機能 ･ 尿酸 ･ 血糖）、尿検査（蛋白 ･ 潜血 ･ 糖）、医師の診察
＊貧血、眼底、心電図の検査は医師が必要と判断した場合のみ実施

通知の発送時期 ４月以降順次発送 ４月に発送済み

お問い合わせ 健康支援課
1 ９７３−３２０９

国民健康保険課
1 ９７３−３１７７

※ 40 歳以上で国民健康保険以外の健康保険に加入している方は、それぞれの加入している健康保険の指定する特定
健診を受診してください。
※各種がん検診は、年齢や加入している健康保険に関係なく、すべての市民が対象となります。

あなたが受けられる健診をチェック！

平成 22年４月１日時点でうるま市国民健康保険に加入している 40歳以上の方並びに
長寿（後期高齢者）医療保険に加入している方。
平成 22年５月１日〜 12 月 28 日
ドック受診希望者は、案内通知が届きましたら各自で指定医療機関に予約の上、受診
してください。（ただし長寿医療加入者は、役所からドック受診承認書の発行を受け
る必要があります）
9,550 円〜 14,800 円程度（医療機関により異なります）
（特定・長寿健診として 6,700 円、ドックとして 10,000 円の計 16,700 円をうるま市
国保が助成致します。）

※　詳しくは、個別に送付されている受診案内通知をご覧ください。

【 対 象 者 】

【受診期間】
【受診方法】

【自己負担額】

上記についてのお問い合わせ先　国民健康保険課　事業係　1９７３−３１７７

国保・長寿（後期高齢）人間ドック・脳ドックのご案内

� 広報うるま 2010　5 月号　



図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで
たくさんの資料を展示・紹介しています。

1
1
1

2010年は国民読書年

　初心者が冷蔵庫にある食材で作れる
レシピ集。
　ちょっと目先の変わった料理から沖縄
料理まで、気軽に料理にトライできるレ
シピが満載です。

　パパママごはんをアレンジするだけ
で、一緒にこどもごはん完成！
　子どもの成長度合いに合わせた調理
法で作る、幼児食を掲載。好き嫌いの克
服や行事用、具合が悪いとき用など、役
立ちレシピで悩み解決。

　朝ご飯にもお弁当にもぴったりなお
むすびの楽しみ方。
　いつでもどこでも手軽に食べられる
おむすびは、究極のファーストフード。定
番むすびから驚きのレシピまで、新しい
食べ方を提案します。

　夜更かししながらゆったり夜ごはん。
「遅い夜」だから食べたいレシピを紹介。
　話しながら和みながら、のんびりゆっ
たり過ごす週末。そんな夜にぴったりな
おかずと麺のレシピ。遅めの夜ごはんを
楽しんでみませんか？

　子どもと一緒に作れるレシピを可愛
いイラストで紹介。
　簡単に作れる普段メニューから、ラン
チやピクニックに持っていけるレシピま
で掲載。家族みんなで作って気分転換
に出かけてみては？

の ん び り

2010年は国民読書年

�5月号　広報うるま 2010



　

な
ぜ
健
診
が
必
要
な
の
？

健
診
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

健
診
後
は
ど
う
す
る
の
？

健
診
で
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

� 広報うるま 2010　5月号　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
肥
満

に
加
え
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
と
い

う
危
険
因
子
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
）

を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
は
気
づ
き

に
く
い
も
の
で
す
、
自
覚
症
状
が
出
る
頃
に
は

病
気
は
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
の
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス

ク
の
芽
を
摘
み
取
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
生

活
習
慣
の
改
善
の
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

健康支援課
1973−3209

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

　

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
し
ら
べ
る
た
め
の

【
腹
囲
】【
Ｂ
Ｍ
Ｉ
】
測
定
他
、【
血
圧
】【
血
糖
】

【
血
中
脂
質
】【
尿
酸
値
】【
肝
機
能
】
な
ど
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
の
進
行
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
項
目
を
検
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、【
問
診
】
で
は
喫
煙
歴
な
ど
生
活
習
慣

な
ど
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
集
団
健
診
（
公

民
館
）
で
は
、【
肺
が
ん
】【
胃
が
ん
】【
大
腸
が

ん
】
検
診
も
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
は｢

受
け
て
終
わ
り｣

で
は
な
く
、｢

結

果
が
出
て
ス
タ
ー
ト｣

で
す
。

　
『
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機
会
』
と
し
て
、
検

査
結
果
に
応
じ
て
各
医
療
保
険
者
で
実
施
し
て

い
る
、
健
診
結
果
説
明
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
保
健
師
や
栄
養
士
等
が
、
個
人
指
導
や

集
団
教
室
、
電
話
、
手
紙
等
で
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

健
診
で
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　

い
よ
い
よ
健
診
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
は
、
医
療
保
険
者（
国
保
、

社
保
、
共
済
組
合
な
ど
）が
加
入
者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
末

ま
で
に
は
、
国
よ
り
健
診
受
診
率
の
達
成
目
標
65
%
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

平
成
21
年
度
は
27
・
９
%
で
し
た（
国
保
加
入
者
）。

　

今
年
度
も
各
医
療
保
険
者
よ
り
受
診
券
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
日
時
、
受

診
方
法
を
確
認
の
上
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
よ
り
日
本
人
の
食
事
摂
取
基

準
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
注
目
し
た
い

の
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩
相
当
量
）
に
つ

い
て
、「
目
標
量
」
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

平
成
17
年
及
び
18
年
の
国
民
健
康
栄
養
調

査
に
お
け
る
成
人
（
18
歳
以
上
）
の
食
塩
摂

取
量
（
中
央
値
）
は
男
性
11
・
５
ｇ
／
日
、

女
性
10
ｇ
／
日
、
性
及
び
年
齢
階
級
別
に
み

る
と
、
も
っ
と
も
食
塩
摂
取
量
（
中
央
値
）

が
高
い
の
は
男
性
50
か
ら
60
歳
で
12
・
２
ｇ

／
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
値
と
高
血
圧
の
予
防
指
針
が
示
す
６

ｇ
／
日
と
の
中
間
値
は
９
・
１
ｇ
／
日
と
な

り
ま
す
。
女
性
は
成
人
の
各
年
齢
層
に
お
い

て
男
性
よ
り
摂
取
量
が
１
か
ら
２
ｇ
／
日
低

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
男
性
よ
り
１
・
５
ｇ

／
日
低
い
値
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
成
人
に
お
い
て
今
後
５
年

間
に
達
成
し
た
い
目
標
量
は
、
こ
れ
ま
で
の

男
性
10
ｇ
／
日
、
女
性
９
ｇ
／
日
か
ら
、
次

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

【
塩
分
摂
取
目
標
量
】

　

男
性　

９
ｇ
／
日

　

女
性　

７
・
５
ｇ
／
日

　

食
塩
の
摂
り
す
ぎ
が
高
血
圧
、
が
ん
、
脳

卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
か
ら
減
塩
が
勧
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、｢

食
塩｣

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
塩
素
が
結

び
つ
い
た
も
の
で
す
。
塩
分
よ
り
も
ナ
ト
リ

ウ
ム
そ
の
も
の
が
身
体
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、
食
品
成
分
表
示

で
は
塩
分
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
で
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
次

の
式
に
よ
っ
て
食
塩
相
当
量
が
算
出
で
き
ま

す
。

【
食
塩
相
当
量
の
算
出
式
】

　

ナ
ト
リ
ウ
ム(

ｍ
ｇ)

×
２
・
５
４

　

÷
１
０
０
０
＝
食
塩
相
当
量
（
ｇ
）

栄養士
ワンポイント
News

■｢

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準｣

と
は
？

　

健
康
な
個
人
ま
た
は
集
団
を
対
象
と
し

て
、
国
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
、
生
活

習
慣
病
予
防
を
目
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

各
栄
養
素
の
摂
取
量
の
基
準
を
示
し
た
も

の
で
、
厚
労
省
に
よ
り
５
年
に
１
回
改
訂

さ
れ
て
い
ま
す
。
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年
金
だ
よ
り

市
民
課
年
金
係 

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

国
民
年
金
被
保
険
者
・
受
給
者
の
死
亡
時

の
手
続
き
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
や
以
前
加
入

し
て
い
た
方
、
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
際
は
、
年
金
係

ま
た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
で
の
各
種
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
主
な
手
続
き
】

・
遺
族
基
礎
年
金　

・
未
支
給
年
金

・
死
亡
一
時
金　
　

・
寡
婦
年
金　

な
ど

　

死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は

「
子
」
が
い
る
場
合
、
次
の
①
か
ら
③
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
と
き
、
遺
族
基

礎
年
金
が
発
生
し
ま
す
。

※
「
子
」
と
は
18
歳
の
年
度
末
ま
で
、
ま

た
は
20
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
未
婚
の

子
を
指
し
ま
す
。
「
子
の
な
い
妻
」
や

「
子
の
あ
る
夫
」
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

①
20
歳
か
ら
死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
期

間
中
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が
３
分
の

１
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②
死
亡
日
の
前
々
月
か
ら
遡
っ
て
直
近
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

③
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
、
ま

た
は
受
給
資
格
期
間
（
25
年
）
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
死
亡
す
る
と
な
く
な
り
ま
す

の
で
、「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
こ
の
届
が
遅

れ
ま
す
と
、
年
金
を
多
く
受
け
取
り
す
ぎ

て
後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

そ
の
際
、
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る
と
き

は
、
遺
族
の
方
に
そ
の
分
の
年
金
（
未
支

給
年
金
と
い
い
ま
す
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る
遺
族
に
は

範
囲
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
者
と
生
計
同

一
で
あ
っ
た
①
配
偶
者 

②
子 

③
父
母 

④
孫　

⑤
祖
父
母 

⑥
兄
弟
姉
妹 

の
順

　

国
民
年
金
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め
た

方
が
年
金
を
受
け
な
い
で
亡
く
な
っ
た
と

き
、
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
が
受

け
ら
れ
る
一
時
金
で
す
。

※
妻
や
子
が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
は
、
死
亡
一
時
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
請
求
で
き
る
遺
族
は
未
支
給
年
金
と
同

じ
で
す
。

※
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
は
２
年
を

過
ぎ
る
と
時
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
期
間
の
み

で
、
保
険
料
納
付
済
み
の
期
間
と
免
除
期

間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る
夫
が
何
の

年
金
も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
夫

に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
（
婚
姻
期

間
が
10
年
以
上
）
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

※
年
金
額
＝
夫
が
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

た
老
齢
基
礎
年
金
額 
× 
４
分
の
３

　

上
記
の
手
続
き
に
は
、
死
亡
の

事
実
を
証
明
す
る
書
類
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
20
歳
以
上

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場

合
、
な
ん
ら
か
の
年
金
の
手
続
き

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
一
度
、
市
民
課
年
金
係
、
ま

た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
年
金
係

　
　
　

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

コ
ザ
年
金
事
務
所

　
　
　

1
９
３
３
‐
３
４
３
９

遺
族
基
礎
年
金

未
支
給
年
金

死
亡
一
時
金

寡
婦
年
金



　狂犬病予防集合注射の日程が決まりました。協力動物病院か集合注射実施場所でご都合の良い日に受けてくだ
さい。公民館での集合注射の場合、飼い主の日程調整の難しさや犬同士のトラブル、犬のコンディションの難し
さなどから、安全に落ち着いてできる協力動物病院内での予防注射をおすすめします。

※協力動物病院…６月までに狂犬病予防注射をしていただければ、公民館等で行う集合注射と同額の料金 3,000 円で注射（注
射済票交付）が受けられます。７月以降も、もちろん注射（注射済票交付）は可能ですが、料金が異なる
病院もあります。
うるま市で新しく犬を飼われる方（転入除く）は、新規登録（犬鑑札交付）も可能です。

※上記以外の動物病院でも狂犬病予防注射を受けられますが、料金が異なる場合もあり、注射済票交付のため、うるま市役
所環境課へ来庁して頂くこともあります。事前に病院で確認の上、受付してください。
※都合により、動物病院で受けられない場合は、下記の公民館等で集合注射を受けてください。

狂犬病予防注射のお知らせ
飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが法律で義務づけられています。

※協力動物病院 所在地 診療時間

ながみねどうぶつクリニック 
1 ９７９－０００１

うるま市字前原 308-4
（具志川ジャスコの裏通り）

金～水曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：00
（木曜日休診） 

みどり動物病院
1 ９７４－８８９８ 

うるま市みどり町 3-4-2
（市役所本庁近く） 

金～水曜日 10：00 ～ 13：00、16：00 ～ 19：00
（木曜日と祝祭日休診） 

ホサナ動物病院 
1 ９６４－５８３７

うるま市石川東恩納 66-2
（東恩納三叉路）

月～土曜日・祝祭日  9：00 ～ 11：45、15：00 ～ 18：45
日曜日　　　　 9：00 ～ 11：45、15：00 ～ 17：45

（水曜日休診） 

ペットメディカルセンター・エイル
1 ９３０－２２２２

沖縄市比屋根 2-2-1
（ショッパーズ泡瀬の隣） 

水～月曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：30
火曜日       10：00 ～ 17：30

ｔａｍａ動物病院 
1 ９３７－３７３７

沖縄市字古謝 1135-5
（宮里中学校向かい） 

月～土曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：30
祝祭日　　  9：00 ～ 12：00 

（日曜日休診） 

美里どうぶつ病院
 1 ９３４－４１１０

沖縄市越来 3-14-39
（美来工科高等学校近く）

月～土曜日  9：00 ～ 12：00、16：00 ～ 19：00
日曜日        9：00 ～ 12：00、14：00 ～ 16：00 
祝祭日        9：00 ～ 12：00

【狂犬病予防注射料金 3,000 円（６月まで）要電話予約 】

平成22年度狂犬病予防集合注射実施計画一覧表

期　日 時　間 実施場所

６月１日（火）

  9:30 〜 10:30 南風原公民館

11:00 〜 12:00 平安名公民館

13:30 〜 14:30 内間公民館

６月３日（木）   9:30 〜 15:30
（12:00〜13:00除く）

石川庁舎
南側駐車場

６月８日（火）
  9:30 〜 12:00 川崎公民館

13:30 〜 15:00 田場公民館

６月 10 日（木）
10:30 〜 11:30 安慶名公民館

13:30 〜 15:00 喜仲公民館

６月 15 日（火）

  9:30 〜 10:30 高江洲公民館

11:00 〜 12:00 川田公民館

13:30 〜 14:00 大田公民館

14:30 〜 15:30 みどり町
３・４丁目公民館

【予防注射料金 3,000 円・登録手数料金 3,000 円 】

環境課　1９７３−５５９４

期　日 時　間 実施場所

６月 17 日（木）
10:00 〜 11:30 赤道公民館

13:30 〜 15:00 宮里公民館

６月 22 日（火）

  9:30 〜 10:30 照間公民館

11:00 〜 12:00 与那城公民館

13:30 〜 15:00 与那城庁舎 
地下駐車場

６月 24 日（木）

  9:30 〜 10:30 平安座公民館

11:00 〜 11:30 浜公民館

13:00 〜 13:30 桃原公民館

14:00 〜 14:30 上原公民館

15:00 〜 15:30 伊計公民館

６月 29 日（火）

10:00 〜 10:30 津堅公民館

13:30 〜 14:30 平敷屋公民館

15:00 〜 16:00 饒辺公民館
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　４月18日、勝連平敷屋漁港でモズクの日のイベント

（勝連漁協主催）が開催され、多くの来場客で賑わいま

した。イベントでは、モズクのつかみ取りやもずくの

早食い競争など多彩な催しが行われ、日本一の収穫量

を誇るうるま市のモズクを堪能しました。

3/12　スポ ーツ振興へ貢献 

第８回  モズクの日のイベント開催 

3/20　2010津堅島 ひまわり収穫祭 

うるまの海の恵み「モズク」を堪能 

特別ゲストの比嘉愛未さん

小さい子も参加！

大雨の中、力走する参加者

　昨年12月に行われた第15回沖縄県中学校総合文化祭

において、高江洲中学校の生徒が演じた民謡歌劇「涙

の那覇港」が、最も優れた演技と認められ、８月に福

岡県で行われる第10回全国中学校総合文化祭に派遣さ

れることが決まりました。４月14日、市役所を訪れた

生徒らが、これまでの経過や喜びを榮野川副市長へ伝

えました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

全国中学校総合文化祭出場報告 

− 叙位叙勲 −

全国中学校総合文化祭へ派遣決定 

　バイオマスタウン構

想 事 業 の 一 環 と し て

「2010津堅島ひまわり

収穫祭」が開催され、多

くのボランティア参加

者が、循環型社会及びバ

イオマス資源の利活用

について学習しました。

3/24　沖縄県工芸士に 認定 

　県内で伝統工芸品を

製造し、優秀な技術・

技法を保持していると

して、沖縄県工芸士に

認定された　良輝幸さ

ん（小木工）と池宮城

善郎さん(琉球ガラス）

が、市役所を訪れ認定

報告を行いました。

4/5　空手大会で、見事４冠を達成 

　３月 26 日、市民に明るい希望と
活力を与える顕著な功績のあった
個人、団体を表彰するうるま市青
少年特別賞の表彰式が行われました。

ち　ねん   じゅんえい

　地域のスポーツ行事

の企画運営などに携わ

り、地域スポーツの普

及振興への功績等が認

められ、市体育指導委

員会会長の町田宗淳氏

が、第50回全国体育指

導委員研究協議会功労者表彰を受け、祝賀会が行われました。

　３月14日に行われた

うるま市少年少女空手

道 古 武 道 選 手 権 大 会

で、兼原小学校４年生

の渡慶次生馬さんが、

４種目で優勝を果たし

見事４冠を達成。関係

者と共に市役所を訪れ、喜びを報告しました。

 「磯の香りを楽しみながら、海中道路を走ろう」を

合言葉に、第 10 回あやはし海中ロードレース大会が

開催され、ハーフマラソンやトリムマラソン（10km、

3.8 ｋｍ）に 6,934 人がエントリー（5,169 人完走、

完走率 74.6％）。

　降りしきる雨の中、参加者は一生懸命ゴールを目

指して海中道路を駆け抜けました。

　また、第 10 回の記念大会となった本大会には、う

るま市出身の女優、比嘉愛未さんがゲストスターター

として参加。ピストルの合図で一斉にスタートする

ランナーを笑顔で応援し、大会を盛り上げました。

ひ　  が　 ま な み

ハーフマラソン

　男子　池宮　寿

　女子　安里　真梨子

トリムマラソン

　10ｋｍ

　男子　伊波　充

　女子　與那覇　純子

　3.8ｋｍ

　男子　仲村　大樹

　女子　浦崎　則子

部門別優勝者 

あ  さ  と　　　 ま　 り　 こ

よ　な　  は　　  じゅん こ

うらさき　　   のり    こ

なか むら　　  だい    き

い　  は　　 みつる

いけみや　　ひさし

青
少
年
特
別
表
彰 

青
少
年
特
別
表
彰 

うるま市青少年特別賞被表彰者は次のとおり

◆全国珠算競技大会そろばんクリスマスカップ2009

　団体総合競技小学３・４年生の部　優勝

　ぐしかわ珠算教室

　　村山美夏さん（中原小）（写真右）

　　名嘉眞尚也さん（赤道小）（写真右から２人目）

◆第16回英語読み上げ算競技全国大会

　小学校６年生の部　１等

　　金城文彬さん（赤道小）（写真右から３人目）

◆平成21年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール

　小学生の部　最優秀賞

　　崎原彩瀬さん（平敷屋小）（写真左）
さき はら あや    せ

きんじょうふみあき

な     か     ま しょう や

むら やま   み   なつ

と　   け        し　いく     ま

いけ   みや     ぎ

たか     ら　 てる   ゆき

よし   ろう

まち     だ　 むね    あつ
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した。イベントでは、モズクのつかみ取りやもずくの

早食い競争など多彩な催しが行われ、日本一の収穫量
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第８回  モズクの日のイベント開催 

3/20　2010津堅島 ひまわり収穫祭 

うるまの海の恵み「モズク」を堪能 

特別ゲストの比嘉愛未さん

小さい子も参加！

大雨の中、力走する参加者

　昨年12月に行われた第15回沖縄県中学校総合文化祭

において、高江洲中学校の生徒が演じた民謡歌劇「涙

の那覇港」が、最も優れた演技と認められ、８月に福

岡県で行われる第10回全国中学校総合文化祭に派遣さ

れることが決まりました。４月14日、市役所を訪れた

生徒らが、これまでの経過や喜びを榮野川副市長へ伝

えました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

全国中学校総合文化祭出場報告 

− 叙位叙勲 −
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製造し、優秀な技術・

技法を保持していると

して、沖縄県工芸士に

認定された　良輝幸さ

ん（小木工）と池宮城

善郎さん(琉球ガラス）

が、市役所を訪れ認定

報告を行いました。

4/5　空手大会で、見事４冠を達成 

　３月 26 日、市民に明るい希望と
活力を与える顕著な功績のあった
個人、団体を表彰するうるま市青
少年特別賞の表彰式が行われました。
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よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
�
３
月
５
日
に
報
告
の

た
め
に
市
役
所
を
訪
れ
た
児
童
ら
が
�

島
袋
市
長
に
そ
の
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
�

西
日
本
大
会
出
場
報
告 
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自己情報開示等実施機関別処理状況

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況をお知らせします情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況をお知らせします情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況をお知らせします

実施機関 請求件数 開示 一部開示 不開示 取下げ 不服申立て個人情報不存在
による請求拒否

５９（５９）

４２

１

１０２

２

２

１０４

５９（５９）

１２

０

７１

１

１

７２

０

１０

０

１０

０

０

１０

０

１０

０

１０

０

０

１０

０

１０

１

１１

１

１

１２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

総 務 部

福 祉 部

市 民 部

小 計

※上記以外の実施機関に対する請求はありませんでした。

※（　）は、個人情報保護条例第２０条（開示の特例分）口頭による開示実施件数です。

教 育 委 員 会

小 計

合 計

情報の公開等の請求は、うるま市役所（本庁・みどり町）３階 総務課 市政情報センター窓口へお越しください。

うるま市の両制度の運用状況（平成21年4月1日～平成22年3月31日）を併せて報告いたします。

【お問い合わせ先】　電話 ： ９７３－０６０６（総務課）　ＦＡＸ ： ９７３－９８１９

市
長
部
局

公文書公開実施機関別処理状況
実施機関 請求件数 公開 一部公開 非公開 取下げ

（単位 ： 件）

（単位 ： 件）

不服申立て公文書不存在
による請求拒否

２

９

３

２

２２

３８

２５

１

３

２

２

１

３

３７

７５

０

４

２

２

１７

２５

７

１

１

２

０

０

０

１１

３６

０

２

０

０

３

５

８

０

２

０

１

０

１

１２

１７

０

１

０

０

１

２

２

０

０

０

０

０

１

３

５

２

２

０

０

１

５

６

０

０

０

１

０

１

８

１３

０

０

１

０

０

１

２

０

０

０

０

１

０

３

４

０

１

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

１

企 画 部

総 務 部

市 民 部

経 済 部

都市計画部

小 計

教 育 委 員 会

水 道 事 業 局

消 防 本 部

議 会 事 務 局

選挙管理委員会

監 査 事 務 局

農 業 委 員 会

小 計

合 計

市
長
部
局

　市が保有している情報を見たいときに、誰でも、
いつでも、公開の請求をすることができる権利を保
障するもので、市も積極的に情報提供に努めます。

平
成
　
年
度

21

平
成
　
年
度

21

情報公開制度とは情報公開制度とは

　市が保有している個人情報を適正に取り扱うた
めのルールを定め、自分に関する情報を見ることが
でき、また訂正などを請求する「自己情報をコントロ
ールする権利」を保障するものです。

個人情報保護制度とは個人情報保護制度とは
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平
成
22
年
度
の
職
員
辞
令
交
付
式
が
、
４
月
１
日
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
人
事
異
動
で
は
、職
員
定
数

の
削
減
、
組
織
の
機
構
見
直
し
に
対
応
し
た
人
事
と
な
っ

て
お
り
、
部
長
級
11
人
、
課
長
級
58
人
を
は
じ
め
、
全
体
で

３
６
９
人
が
異
動
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
、
34
人
の
新
採
用
職
員
へ

辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
人
事
異
動

部　名 職　名 氏　名 前 所 属 名

（異動者の掲載は部長級のみ）

企画部

総務部

福祉部

市民部

市民部（中部北環境施設組合）

経済部

経済部

都市計画部

消防本部

教育委員会　教育部

教育委員会　指導部

当間　重春

喜納　修

根路銘　安則

登川　謙二郎

山城　弘

島袋　宗康

上間　秀二

瀬嵩　政宏

真栄喜　清次

照屋　寛美

森根　功

総務部長

財政課長

議会事務局　議事課長

給食センター　所長

行政改革推進室長

都市計画課長

まちづくり課長

建築指導課長

石川消防署長

監査委員事務局長

宮里中学校　校長

部　長

部　長

部　長

部　長

参　事

部　長

参　事

部　長

消防長

部　長

部　長

石川　卓也
消防本部総務課

安里　砂矢香
健康支援課

山城　大伍
国民健康保険課

上江洲　貴之
料金課

宮里　巧
生活福祉課

上運天　省吾
児童家庭課

比嘉　由郎
会計課

伊佐　義永
国民健康保険課

安慶名　崇
国民健康保険課

糸数　優太
消防本部総務課

高安　由佳
介護長寿課

佐渡山　奈々
国民健康保険課

岸本　章吾
下水道課

山城　太
生活福祉課

外間　多希子
保育課

平良　大作
消防本部総務課

池宮　礼
あげな幼稚園

新里　遼
市民課

佐渡山　尚人
情報課

吉里　敏史
納税課

前外間　巧
生活福祉課

津波　成将
具志川消防署

お
問
い
合
わ
せ
先

職
員
課

☎
９
７
３
ー
５
２
５
１

屋比久　彩香
きむたか保育所

松田　翔太
市民税課

天願　涼介
介護長寿課

新垣　裕大
市民税課

宮城　紫絵子
学務課

吉本　力
豊原保育所

仲宗根　仁
建築工事課

屋嘉　大智
資産税課

池宮城　優也
市民課

宮城　天
市民税課

照屋　奈緒美
国民健康保険課

金城　幸定
社会教育課
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子
育
て

「
子
ど
も
手
当
」
が
始
ま
り
ま
し
た

 

「
子
ど
も
手
当
」
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
制
度
で
す
。

「
子
ど
も
手
当
」
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

　

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
一

人
に
つ
き
、
月
額
１
３
，
０
０
０
円
（
平

成
22
年
度
）
を
受
給
で
き
ま
す
。

「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
は
い
つ
？

　

年
３
回
（
６
月
・
10
月
・
２
月
）
前
月

分
ま
で
の
手
当
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
平
成
22
年
６
月
支
給
の
内
訳
に
つ
い
て

平
成
22
年
２
月
・
３
月
分
は
児
童
手
当
、

平
成
22
年
４
月
・
５
月
分
は
子
ど
も
手
当

と
な
り
ま
す
。

※
支
給
日
は
、
６
月
10
日
予
定

た
だ
し
、
子
ど
も
手
当
分
に
関
し
て
は
新

事
業
の
た
め
10
日
に
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
６
月
18
日
支

給
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
手
当
」
の
手
続
き
は
必
要
な
の
？

　

平
成
22
年
４
月
現
在
、
中
学
２
年
生
、

中
学
３
年
生
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
こ
れ
ま
で
所
得
超
過
等
に
よ

り
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
対
象
と
思
わ
れ

る
方
へ
は
通
知
を
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
と

４
月
に
遡
っ
て
「
子
ど
も
手
当
」
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。	

※
転
入
・
出
生
等
に
よ
る
手
続
き
も
必
要
で

す
が
、
こ
の
場
合
は
手
続
き
し
た
翌
月
か

ら
の
受
給
と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
と

な
り
ま
す
。

※
子
ど
も
手
当
の
認
定
通
知
は
順
次
送
付
し

て
い
ま
す
。
な
お
新
た
な
手
続
き
が
必
要

な
方
（
認
定
請
求
・
額
改
定
請
求
）
に
は

認
定
が
確
定
後
送
付
し
ま
す
。	

６
月
は
子
ど
も
手
当
の
「
現
況
届
」

を
お
忘
れ
な
く
！

 

「
現
況
届
」
は
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の

６
月
１
日
現
在
の
お
子
さ
ん
の
養
育
状
況
を

確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
け
で
す
。「
現

況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、
平
成
22
年
６
月

分
以
降
（
10
月
期
支
給
）
の
子
ど
も
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
間
に
わ
た
っ
て
現
況
届
の
提

出
が
な
い
場
合(

児
童
手
当
受
給
期
間
含
む
）

は
時
効
と
な
り
、
手
当
を
受
け
る
権
利
も
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

健　

康

平
成
22
年
度
か
ら
介
護
予
防
健
診

の
実
施
方
法
が
か
わ
り
ま
す

　

う
る
ま
市
で
は
、
介
護
予
防
健
診
の
一
環

と
し
て
、
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
を
対
象
に
、
事
前
に
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
返
信
期

限
が
５
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

う
る
ま
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
９
７
３
｜
５
１
１
２

受付期間 受付場所

６月14日（月）・15日（火） 石川保健相談センター

６月16日（水） 勝連シビックセンター

６月17日（木） 与那城庁舎ロビー

６月18日（金）〜30日（水）
（土・日・慰霊の日を除く） 本庁３階第１会議室

子ども手当「現況届」受付期間及び場所

※対象者へは、現況届案内の通知をします。
※混雑を避けるため、指定された日に提出するようにしてください。

生
活
機
能
低
下
が

な
い
と
思
わ
れ
る

方

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
判
定

生
活
機
能
低
下
の

可
能
性
が
高
い
と

思
わ
れ
る
方

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

ご
自
宅
で
記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
活

動
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

生
活
機
能
評
価
の

受
診
券
を
送
付
し

ま
す

生
活
機
能
評
価
を
う
る
ま
市
の
集
団
健
診

や
個
別
健
診
指
定
医
療
機
関
で
受
け
て
く

だ
さ
い

介
護
予
防
教
室
の

参
加
の
必
要
が
な

い
方

介
護
予
防
教
室
の

参
加
の
必
要
が
あ

る
方

介
護
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

平
成
22
年
度
う
る
ま
市
介
護
予
防
健
診
の
流
れ
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募　

集

手
話
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修
了
し
た
方

で
、
手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録
を
目
ざ
す
方

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

【
と　

き
】
７
月
７
日
〜
12
月
22
日

　
　
　
　

 

毎
週
水
曜
日  

午
後
７
時
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
う
る
み
ん
」

【
対　

象
】
手
話
奉
仕
員
養
成
基
礎
課
程
修

了
者
（
修
了
証
が
必
要
で
す
）

【
定　

員
】
若
干
名

【
申
込
期
限
】
６
月
10
日
（
木
）
ま
で

【
申
込
先
】
障
が
い
福
祉
課　

窓
口
受
付

成
人
水
泳
教
室
受
講
者
募
集

　

呼
吸
法
を
含
め
基
本
的
な
泳
ぎ
を
マ
ス

タ
ー
し
、「
楽
し
く
泳
ぐ
」
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
初
心
者
の
方
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
と　

き
】６
月
15
日（
火
）〜
７
月
20
日（
火
）

（
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
）
計
10
日
間

【
と
こ
ろ
】
石
川
プ
ー
ル
・
勝
連
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

【
対　

象
】
18
歳
以
上
の
市
民

　
　
　
　
　
　
（
通
勤
・
通
学
者
含
む
）

※
心
疾
患
・
循
環
器
疾
患
等
の
持
病
の
無
い

健
康
な
方

【
定　

員
】
各
施
設
40
名　

計
80
名

【
参
加
料
】
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

【
申
込
方
法
】
社
会
体
育
課
（
具
志
川
総
合

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

体
育
館
）・
石
川
・
勝
連
・
与
那
城
の
各
体

育
施
設
事
務
所
窓
口
へ

【
申
込
期
間
】　

５
月
10
日（
月
）〜
26
日（
水
）

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受

講
者
募
集

　

全
く
の
初
心
者
の
方
へ
、
パ
ソ
コ
ン
機
器

の
説
明
か
ら
操
作
説
明
ま
で
無
料
で
講
習
い

た
し
ま
す
。
１
日
完
結
型
で
講
座
の
日
程
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
方
の
み
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ぷ
ろ
ぷ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
と
こ
ろ
】
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
石
川
赤
崎
２
丁
目
20
番
１
号
）

【
受
講
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぷ
ろ
ぷ

1
９
８
２
｜
５
３
３
６

Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

1
９
８
２
｜
５
３
３
６

・都合により変更する場合があります。事前にご確認ください。
・受講者が10人に達しない教室は開講できません。
・申し込み人数が定員を超した場合は抽選になります。
・講座は無料です。（教材費は自己負担になります。）

−うるま市立公民館講座のご案内−

社
会
体
育
課

1
９
８
９
｜
３
１
１
０

募集期間：平成22年5月24日（月）〜28日（金）
申込・実施場所 講座の内容 期間・回数・時間 対象

勝連地区公民館
1９７８−７１９４

読み聞かせスキルアップ
6月 11日〜 7月 23日
毎週金曜　14:00 − 16:00　全 7回

一般成人

陶芸教室
6月 10日〜 7月 15日
毎週木曜　14:00 − 16:00　全 6回

一般成人

石川地区公民館
1９６４−３４３３

水彩画教室
6月 9日〜 7月 14日
毎週水曜　14:00 − 16:00　全 6回

一般成人

料理教室
6月 10日〜 7月 15日
毎週木曜　14:00 − 16:00　全 6回

一般成人

与那城地区公民館
1９７８−６８３６ 寄せ植えにチャレンジ

6月 2日〜 6月 30日
毎週水曜　19:00 − 21:00　全 4回

一般成人
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保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

育
児
経
験
を
生
か
し
て
、
現
在
子
育
て
中

の
家
族
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

　

15
時
間
の
養
成
講
座
受
講
後
、
う
る
ま
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
出
来
る
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。

【
と　

き
】
６
月
10
日(

木)
〜
12
日(

土)

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

多
少
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
う
る
み
ん
」　

他

【
対　

象
】
市
内
在
住
の
子
育
て
経
験
者

【
定　

員
】
30
名

【
受
講
料
】
１
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
込
期
限
】
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

【
託　

児
】
３
歳
以
上･

要
相
談

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1
９
７
２
｜
６
２
２
９

i n f o r m a t i o n

【お問い合わせ先】沖縄県住宅供給公社　1８５８−１４００　　建築工事課　1９７８−３６１９

平成 22年度市営住宅空家待ち募集
（空家待ちの有効期限　平成 22 年７月１日〜平成 23 年３月 31 日）

申込書配布期間及び受付期間

　【期間】６月７日（月）〜６月 18 日（金）　　【時間】午前８時 30 分〜午後５時 15 分まで

　【配布場所】本庁：総合案内　　石川庁舎：市民課石川支所

　　　　　　 勝連庁舎：市民課勝連支所　　与那城庁舎：建築工事課　住宅係

　【受付場所】与那城庁舎：建築工事課　住宅係

※受付時に抽選券をお配りしますので郵送での受付は致しません。お手数ですが、建築工事課窓口までお越

しください。

※配布及び受付は土日を除く。

※空家待ちですのですぐには入居できません。

※市営住宅の申込資格については、いろいろな制限がありますので、申込みにあたっては、申込書をよく読

んで申込みください。

※申込書配布期間中は、うるま市ホームページにも「Ｈ 22 年度　市営空家待ち募集のしおり」を掲載しま

すのでご参照ください。

※次回の募集は平成 22 年 11 月頃を予定しております。

 （空家待ちの有効期限　平成 23 年４月１日〜平成 24 年３月 31 日）

平成 22年度市営改良店舗入居者募集

申込書配布期間及び受付期間

　【期間】６月７日（月）〜６月 18 日（金）　　【時間】午前８時 30 分〜午後５時 15 分まで

　【配布及び受付場所】与那城庁舎：建築工事課　住宅係

　【募集店舗】

※配布及び受付は土日を除く。

※市営改良店舗の申込資格については、いろいろな制限がありますので、申込みにあたっては、申込書をよ

く読んで申込みください。

名称 所在地 床面積 家賃

石川中央店舗店舗５ うるま市石川二丁目 1番 7号 35.15g 33,000 円

石川中央店舗店舗Ｃ うるま市石川二丁目 1番 7号 67.73g 65,900 円

平成 22年
６月募集
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お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
現
況
届
の
お
知
ら
せ

　

農
業
者
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
現
況
届
を

農
業
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
次
の
日
程
・
場
所
・
時
間
を
確
認
の
上
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
本
庁
３
階

　

管
財
課
隣
り
６
月
１
日（
火
）〜
３
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◇
勝
連
庁
舎
１
階

　

専
門
業
務
窓
口
６
月
８
日（
火
）〜
10
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◇
与
那
城
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

　

６
月
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◇
石
川
庁
舎
１
階
農
業
委
員
会
事
務
局

　

６
月
１
日
（
火
）
〜
６
月
30
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
！

【
対
象
者
】

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
方
（
農

地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も

可
）

【
保
険
料
】

　

月
額
２
万
円
か
ら
最
高
６
万
７
千
円
。
千

円
単
位
で
設
定
自
由
、
変
更
も
可
能
（
認
定

農
業
者
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
国

庫
補
助
あ
り
）

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

１　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
（
通
常
の
個
人
年
金
の
場
合

は
控
除
額
の
上
限
は
５
万
円
）

２　

積
立
方
式
で
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

３　

80
歳
ま
で
の
保
証
付
終
身
年
金
制
度

で
、
も
し
加
入
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
相
当
額

を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
給

で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
委
員
会
又
は
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
石
川
・

具
志
川
・
勝
連
・
与
那
城
各
支
店

農
業
委
員
会
事
務
局

1
９
６
５
｜
５
６
０
８

　　　　

　平成22年10月1日を期日として全国一斉に国勢調査を実施します。
　本調査は日本に住んでいるすべての人を対象とする最も基本的な統計調査で、うるま市では
約４万４千世帯、約11万８千人が調査対象となり、約500人の調査員が必要になります。
　実施にあたり調査員として従事していただける人を多数募集します。

平成 22 年 国勢調査　 調査員を募集します！

 調査員とは？
・本年10月１日に実施する国勢調査の事務を行っていた

だく方で、総務大臣が任命する非常勤の国家公務員
です。

・任命期間は８月下旬から10月下旬の2か月間です。

 申込み出来る方
・原則20歳以上で、責任をもって調査事務ができる方
・税務、選挙、警察等に直接関係のない方

 主な仕事の内容
・調査員事務打合せ会への出席（８月下旬～９月上旬）
・調査地域の確認、名簿等の作成（９月中旬）
・調査票の配布と回収（９月下旬～10月上旬）
・調査書類の検査と提出（10月中旬）
・未提出世帯へ再訪問し調査票の提出を依頼、回収
 （10月下旬）

 

 報　酬
・約3万5千円～7万円程度
（調査区数や調査対象世帯数により変動します。）

 申込方法
・「国勢調査調査員申込書」に記入して顔写真（4cm×

3cm）1 枚を添えて提出。（電話・FAX による申込
も可。その場合、写真は後日提出すること。）

※「国勢調査調査員申込書」は企画課及び各区公民館
に置いてあります。

 申込期限
・平成22年６月10日（木）まで
　ただし、定員に達しても待機者を随時募集しています。

 お問い合わせ・申込先
　企画課 共同参画係（本庁３階）
　1９７３−５００５　FAX９７３−９８１９

農
業
委
員
会
事
務
局

1
９
６
５
｜
５
６
０
８
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◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】毎月第 4 木曜日　午後 2 時〜午後 4 時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始

※先着 8 名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着８
名までとなっておりますので、お早めにご来庁ください。窓
口が大変込み合い相談を受けることが出来ない場合がありま
すので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰など人権
問題でお困りの方。
※法務局沖縄支局でも平日相談可能      1937-3278

【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受け付けます。
※沖縄行政評価事務所でも平日相談可能  1867-1100

【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）などの悪質
商法、架空請求や金融問題 ( 多重債務 ) 等に対するトラブル等に
ついて消費生活専門員が対応します。市民の皆さん一人で悩まず
相談してください。
※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能  1863-9214
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　  973-5487

◆特設人権相談所
【と　き】5 月 20 日（木）　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】本庁（具志川）3 階第 1 会議室
◆全国一斉「人権擁護の日」特設人権相談所
　全国人権擁護委員連合会においては、人権擁護委員法
の施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」と定め
ています。当市では、下記日程で特設人権相談所を開設
致しますので、お気軽にご相談ください。

【と　き】6 月 1 日（火）　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】本庁（具志川）3 階第 1 会議室
　　　　  石川庁舎 1 階市民相談室
　　　　  勝連庁舎 1 階社協会議室
　　　　  与那城庁舎 3 階第 3 会議室
◆「春季行政相談強調週間」特設行政相談所
　行政相談制度に関する国民の理解と認識を深め、本制
度の利用の促進を図るため、５月 17 日（月）から 23
日（日）までの１週間を「春季行政相談強調週間」と定
めています。本市では、下記のとおり一斉特設行政相談
所を開設しますので、お気軽にご相談ください。

【と　き】５月 20 日（木）午前 10 時〜午後４時
【ところ】本庁（具志川）3 階第 1 会議室
　　　　  石川庁舎 1 階市民相談室
　　　　  勝連庁舎 1 階社協ボランティア室
　　　　  与那城庁舎 3 階第 3 会議室
◆消費者相談

【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

 

社
会
教
育
課
主
催

　

ホ
タ
ル
の
観
察
を
通
し
て
、
ホ
タ
ル
の
生

態
や
環
境
と
の
関
わ
り
を
知
る
と
と
も
に
科

学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
学
ぶ
。
ま
た
、
親

と
子
が
一
緒
に
観
察
す
る
こ
と
で
心
の
き
ず

な
を
深
め
る
。

【
と　

き
】
６
月
19
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対　

象
】
市
内
在
住
の
小
学
校
以
上
の
親
子

【
定　

員
】
60
名

【
入
場
料
】
１
人
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
保
険
料
。
資
料
代
）

【
申
込
方
法
】
社
会
教
育
課
へ
電
話
で
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

５
月
24
日
（
月
）
〜
６
月
11
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

社
会
教
育
課　

1
９
７
８
｜
２
２
２
７

 

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家
主
催

　

親
子
が
ホ
タ
ル
に
関
す
る
講
話
を
聞
い
た

後
、
夜
の
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
で
の
ホ

タ
ル
観
察
を
通
し
て
、
そ
の
生
態
や
環
境
と

の
関
わ
り
を
学
ぶ
。

【
と　

き
】
６
月
12
日
（
土
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
９
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家　

　
　
　
　
　

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス

【
対　

象
】
小
学
生
以
上
の
家
族
30
組
程
度

【
定　

員
】
60
名

【
参
加
料
】
１
人
２
５
０
円

　
　
　
　
　

※
宿
泊
者
は
プ
ラ
ス
５
２
０
円

【
申
込
方
法
】
沖
縄
県
立
青
少
年
の
家
へ
電

話
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

６
月
１
日
（
火
）
〜
９
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

※
土
〜
月
を
除
く

【
持
ち
物
】
懐
中
電
灯
、筆
記
用
具
、着
替
え
、

タ
オ
ル
、
雨
具
（
雨
天
時
）

【
服　

装
】
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

　
　
　
　

  

自
然
観
察
に
適
し
た
服
装

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

1
９
６
４
｜
３
２
６
３

担
当　

伊
波
・
金
城



☆うるま市商工会様より10万円の寄付

☆山
やましろ

城喜
き よ こ

代子様（石川山城）より21,210円の寄付
☆又

またよし

吉盛
せいこう

光様（字川崎）より3万円の寄付
☆前原高等学校第65期生一同様より25,452円の寄付
☆西

に し し ん や

新屋喜
き く え

久枝様（沖縄市松本）より5万円の寄付
☆与勝バプテスト教会様（与那城饒辺）より1万円の寄付
☆うるま市商工会様（みどり町）より10万円の寄付
☆伊

い は

波文
ふ み こ

子様（石川白浜）より5万円の寄付
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ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

456 件
420 人

3 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（1,352 件）
（1,262 人）
（9 件）

＋ 11
＋ 19
− 8
＋ 107

118,160 人
59,015 人
59,145 人
44,115 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 4月1日 前月比
うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

 うるま市育英会へ

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

駐
留
軍
等
労
働
者
事
前
募
集
の
お

知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
駐
留
軍
等
労
働
者
を
事
前
募

集
い
た
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は
窓
口
の

い
ず
れ
か
１
回
の
応
募
で
有
効
で
す
。

　

窓
口
応
募
は
、
指
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
問
合
せ
先
窓
口
に
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

24
時
間
通
年
受
付
中

　
　
　
（http://w

w
w

.lm
o.go.jp

）

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

窓
口
で
の
応
募

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

通
年
受
付
中

※
但
し
、土
・
日
、祝
日
及
び
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人 

駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理

機
構 

沖
縄
支
部 

管
理
課

〒
９
０
４
｜
０
２
０
２

　

沖
縄
県
中
頭
郡
嘉
手
納
町
字
屋
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
８
番
地
１

　

沖
縄
支
部 

管
理
課

　

1　

 

９
２
１
｜
５
５
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
２
１
｜
５
５
２
８

消防活動状況（平成 22 年 3 月） 

一
戸
一
灯
運
動

　

一
戸
一
灯
運
動
を
推
進
し
て
、
地
域
の
犯

罪
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
門
灯
や
玄
関
灯

を
利
用
し
、
犯
罪
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

門
灯
、
玄
関
灯
、
商
店
の
電
灯
な
ど
が
点

灯
し
、
道
路
周
辺
を
明
る
く
す
る
こ
と
で
、

犯
罪
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
は
安

心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
門
灯
１
基
分
だ
と
、
１
日
10

時
間
（
20
Ｗ)

を
点
灯
し
た
と
し
て
、
１
か

月
で
１
６
０
円
程
度
で
す
。

栄
養
情
報
提
供
店
を
募
集
し
ま
す
！

う
る
ま
市
内
飲
食
店
の
皆
様
へ

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
を
カ
ロ
リ
ー
表
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

栄
養
情
報
提
供
店
は
、
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー

の
栄
養
成
分
（
カ
ロ
リ
ー
な
ど
）
を
表
示
し

た
り
、
健
康
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
栄
養
情
報
提
供
店
に
登
録
い
た

だ
い
た
お
店
は
、
栄
養
成
分
表
示
に
加
え

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
飲
食
店
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
モ
ー
ル
ま
ち
ぐ
ゎ
ー
」）
に
お
店
の
情
報
を

無
料
で
掲
載
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

　

カ
ロ
リ
ー
を
調
べ
た
い
、
栄
養
成
分
を
知

り
た
い
、
さ
ら
に
は
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
た
い
な
ど･･

・
詳
し
く
は
健
康
支

援
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
栄

養
士
が
無
料
で
ご
相
談
承
り
ま
す
。

【
対　

象
】

　

う
る
ま
市
内
の
飲
食
店
、
弁
当
屋
等

【
定　

員
】
10
店
舗
程
度

【
申
込
方
法
】
直
接
、
健
康
支
援
課
ま
で
電

話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
平
成
22
年
度
末
ま
で

税
関
係
証
明
発
行
窓
口
が
統
合
さ

れ
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
考
え
、
平
成
22

年
４
月
１
日
よ
り
、
従
来
の
納
税
関
係
証
明

に
加
え
、
資
産
税
課
及
び
市
民
税
課
関
係
の

証
明
発
行
も
納
税
課
窓
口
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◆
納
税
課
窓
口
で
発
行
す
る
証
明
書
◆

【
資
産
税
課
関
係
】

 

・
資
産
（
無
資
産
）
証
明
書

 

・
資
産
評
価
証
明
書　

・
公
課
証
明
書

 

・
課
税
・
名
寄
せ
台
帳

【
市
民
税
課
関
係
】

 

・
扶
養
証
明
書　

・
課
税
証
明
書

 

・
所
得
・
課
税
証
明
書

 

・
所
得
証
明
書  

・
児
童
手
当
用
証
明
書

【
納
税
課
関
係
】

 

・
納
税
証
明
書  

・
納
付
証
明
書

 

・
完
納
証
明　

  

・
車
検
用
納
税
証
明
書

健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

納
税
課

1
９
７
３
｜
１
０
９
９	




